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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01金曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

片山　修担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056112204 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

片山　修担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056112207 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

住　淳一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01木曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056112208 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

住　淳一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01木曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056112212 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056112201 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス
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- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01木曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056112210 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーI科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41210

前期／1st　semester 2.01金曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・技能を学習する。

授業のテーマ

BYOD導入に伴い受講生が持参するパソコンの環境整備や本学のICT環境の説明ならびに利用を行い、新入生の本
学でのBYOD受講体制を整える。また、これらを使ってレポートや論文、資料を作成するための操作スキルを身に
付ける。さらに、大学生として身に付けておくべき素養となる数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知
識・技能を学習する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的な素養が主体的に
身に付いている。【知識・理解】
(2) 学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI
等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使ってレポートや論文、資料を体裁良く作成することができる。【汎用的技能】
(4) 情報機器を使って適切にデータの処理を行い、資料等を作成することができる。【汎用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明ならびに持参したノートパソコンに対しBYOD対応準備 (1)
第 2回 BYOD対応準備 (2)
第 3回 本学が提供するICT資源の説明と利用、著作権とクリエイティブ・コモンズ
第 4回 Word を使う (1)
第 5回 Word を使う (2)
第 6回 社会で起きている変化と社会で活用されているデータ
第 7回 データ・AIの活用領域と利活用のための技術
第 8回 データ・AI利活用の現場と最新動向
第 9回 Excel を使う (1)
第10回 Excel を使う (2)
第11回 データの種類、観測データに含まれる誤差の扱い
第12回 データの表現
第13回 データの集計
第14回 データ・AIを扱い、データを守る上での留意事項
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(4)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056122215 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス
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- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

奥村　紀之担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01金曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

片山　修担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

片山　修担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書

27



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056122220 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

住　淳一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01木曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

住　淳一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01木曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書

31



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056122222 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01木曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書

32



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.056122223 1 / 1

- - -

情報系列科目区分

データサイエンス・AIリテラシーII科目名

古家　伸一担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z41220

後期／2nd　semester 2.01金曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法について学習・実践する。

授業のテーマ

「データを読み、説明し、扱う」データリテラシーに関する知識・技能を元に、数理・データサイエンス・AI
の基本的な活用方法について学習し、実践する。

授業の概要

(1) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身に付いている。【知識・理解】
(2) 数理・データサイエンス・AIの基本的な活用を実践できるようになっている。【汎用的技能】
(3) 情報機器を使って適切にデータの集計や処理、加工を行い、資料やレポートを作成することができる。【汎
用的技能】

到達目標

第 1回 授業概要説明
第 2回 Excel を使う (1)
第 3回 Excel を使う (2)
第 4回 統計情報の正しい理解
第 5回 確率、順列、組み合わせ
第 6回 データの分布と代表値
第 7回 データのばらつき、母集団と標本抽出
第 8回 相関と因果、クロス集計表
第 9回 データの可視化
第10回 データの表現
第11回 データの比較
第12回 データの並び替え
第13回 アルゴリズムの表現、並び替え
第14回 画像解析の概要
第15回 まとめ

※全15回で[PC必携]のこと

授業計画

授業前準備学習：指示された内容について調査したり、予習して理解したりする。＜2時間＞
授業後学習：授業内に行った演習を最後まで行って完成させ、その結果を指示された方法で次回の講義までに提
出する。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義に演習を交えた形式で行う。＜BYOD対象科目＞
講義内容の説明を受けつつ、受講生は持参したノートパソコンを使ってインターネット上の情報を検索したり、
資料やデータを入手したりする。さらに、演習を通して具体的な操作やデータ処理等を行い、講義内容の理解を
深める。

授業方法

講義を通して作成・提出されたファイルの内容（完成度、理解度等）を評価する。到達目標(1)～(3)に関する確
認。評価基準と

評価方法

すべての授業回で受講生個人のノートパソコンを利用するので、必ず持参のうえ受講すること。止むを得ず授業
を欠席した場合は、次回の授業までに授業用ウェブサイト上の説明や資料を使って欠席した授業の内容を必ず自
習し、必要なファイルを作成・提出すること。履修上の注意

なし。授業用ウェブサイト上で必要な情報や資料を提供する。

教科書

なし。必要があれば、授業中および授業用ウェブサイト上で紹介する。

参考書
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文学部 授業科目

全学共通科目の教育目標およびカリキュラムポリシー

教育目標

建学の精神を理解し、幅広い教養と高度なコミュニケーション能力をもった、地域や社会の要請に応えうる心身共に健康な人材の育

成を目標としている。そのために、全学共通科目の履修を通して、次の能力を養成する方針である。

1．知識・理解

（1）建学の精神の土台であるキリスト教とその人間観を理解している。

（2）社会、文化、自然等に関わる幅広い教養を身につけている。

2．汎用的技能

（1）他者との円滑なコミュニケーションを図るための、また、専門教育課程での学びの基礎となる日本語を正しく使う力を身に

つけている。

（2）数理・データサイエンス・AIの基本的な知識に基づき、情報を収集・分析し、情報分野に限らず様々な分野で対処できる能

力を身につけている。

3．態度・志向性

（1）自分自身の人生であるキャリアを自らの力で作り上げて、社会的・職業的に自立する態度を身につけている。

（2）他者への寛容や共生の精神、地域社会への貢献に対する感覚を身につけている。

（3）生涯にわたり健康な心身の保持増進を図る姿勢を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

本学の教育理念・教育目標に基づき設定された全学共通科目の教育目標を達成するために、以下の系列を置いて科目を配置している。

●社会と人間系列

本学の歴史と建学の精神、教育理念、キリスト教に関する基本的な知識、キリスト教の愛の精神について理解する。その理解に基

づき、キリスト教関連科目、ダイバーシティ関連科目、ボランティア科目などを通して、多様性を尊重し、思いやりの心をもって

地域・社会に貢献できる態度と能力を養う。また、スポーツ実習などにより、生涯にわたり健康な心身の保持と増強を図る態度と

方法を身につける。

●キャリア系列

「キャリアデザインⅠ」では、4年間の「大学生活での過ごし方」を描きながら、未来の「生き方」「働き方」を想像するためにディ

スカッションを通して多様な考え方を得る。そして自分自身のキャリアを自らの力で創り、社会的・職業的に自立する態度と能力

を養う。また「キャリアデザインⅡ」では、女性としての新しい生き方（ワーク・ライフ・バランス）を考え、社会で役立つ力を

養うことを目指す。

●コミュニケーション系列

日本語を書く力、日本語で表現する力を養う科目を通して、専門教育科目の学びの基礎となる日本語を正しく使う力を身につける

とともに、他者との円滑なコミュニケーションを図る技術を養う科目、知識をもとに論理的に考える力を養う科目を通して、自分

の考えを的確に表現できるコミュニケーション能力を身につける。

●情報系列

数理・データサイエンス・AIによる社会変化を理解し、その活用や留意点を考える。また、数理・データサイエンス・AIが、日常

生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得ることについて学習し、その基本的な活用法を身につける。さらに、インター

ネットによる情報の検索・収集・活用ならびに発信のための技術を習得する。そして、これらの知識・技術を基に情報分野に限ら

ず様々な分野の問題に対処できる能力を身につける。

●データ理解と統計系列

生活や社会における具体的なデータに基づきながら数学の基礎と統計学の基礎を学ぶ科目、データ分析を実践的に学ぶ科目を通し

て、情報を収集・分析して様々な分野に応用できる力を養成する。

●現代の教養系列

人間のこころと身体について理解する科目、人間の生きてきた歴史を学ぶ科目、人間を取り巻く自然・環境について考える科目や

文学・芸術を学ぶことで、生涯にわたって学び続けることのできる基礎力となる教養を身につけるとともに、自分の人生や社会に

結び付けて考える態度を養う。

文
学
部

全
学
共
通
科
目
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全学共通科目の履修について（文学部）

1．全学共通科目の卒業必要単位数は、各学科カリキュラム頁の卒業必要単位数表を参照すること。

2．授業内容が学科の専門教育科目と重複する科目は履修できない。科目一覧表の備考欄を参照すること。

3．「伝わる文章Ⅰ・Ⅱ」は原則として、同じ時限、同じ担当者のクラスを合わせて履修すること。

「WebリテラシーⅠ・Ⅱ」は同じ担当者のクラスを履修することが望ましい。

4．新入生の「データサイエンス・AIリテラシーⅠ・Ⅱ」は、あらかじめ登録済となっているので事前登録の必要はない。

5．「スポーツ実習」は合計8単位を超えて履修することはできない。

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）について

本学では、数理・データサイエンス・AIへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・AIを適切に理解し、それを活用する基

礎的な能力の育成のために、全学共通教育科目の情報系列に「データサイエンス・AIリテラシーⅠ」及び「データサイエンス・AIリ

テラシーⅡ」（各2単位合計4単位）を必修科目として設置し、全学生の数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力の向上を

図っています。

本学の学生は、卒業時に全員「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」を修めることになりま

す。

※本学は、文部科学大臣が認定する「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に2025年度に認定

申請を行う予定です。

文
学
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系列
科目
ナンバー

授 業 科 目
配当
年次

開講
区分

週
時間

単位 備 考

Z11010 神戸松蔭とキリスト教 1 前期 2 2

Z11020 キリスト教の基礎 1 後期 2 2

Z12030 聖書学入門 2－3 後期 2 2 2024年度まで開講

Z12040 キリスト教と音楽 2－3 前期 2 2

Z12050 キリスト教と美術 2－3 後期 2 2

Z12060 現代社会とキリスト教 2－3 後期 2 2

Z12070 諸宗教とキリスト教 2－3 前期 2 2

Z11080 パイプオルガン入門Ⅰ 1－2 集中 2

Z11090 パイプオルガン入門Ⅱ 1－2 集中 2 「パイプオルガン入門Ⅰ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z11100 健康・スポーツ総論 1－2 前期 2 2

Z11110 女性の身体と健康 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z11121 スポーツ実習 1－2 前期 2 1 バドミントン

Z11122 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 テニス（初心者～）

Z11123 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ゴルフ

Z11124 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ソフトバレーボール

Z11125 スポーツ実習 1－2 前期 2 1 フィットネス

Z11125 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 フィットネス

Z11126 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ニュースポーツ

Z11130 ジェンダー論入門 1－2 前期 2 2

Z11140 ジェンダー論演習 1－2 後期 2 2

Z11150 ダイバーシティ入門 1－2 前期 2 2

Z11160 ダイバーシティ演習 1－2 後期 2 2

Z12170 文化人類学 2－3 前期 2 2 2024年度まで開講

Z11180 ボランティア論 1－2 前期 2 2

Z11180 ボランティア論 1－2 後期 2 2

Z12190 ボランティア体験 2－3 集中 1

Z12200 神戸研究総論 2－3 前期 2 2

Z11210 社会福祉概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z11220 女性と法 1－2 前期 2 2

Z11230 くらしと憲法 1－2 後期 2 2

Z11240 くらしとリスクマネジメント 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z11250 哲学 1－2 後期 2 2

Z11260 現代の倫理 1－2 後期 2 2

Z21010 キャリアデザインⅠ 1 前期 2 2 E・J混合クラス

Z21020 キャリアデザインⅡ 1 後期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z21020 キャリアデザインⅡ 2 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z23030 キャリアデザイン研究 3 前期 2 2

Z23030 キャリアデザイン研究 3 後期 2 2

Z23040 インターンシップ 3 集中 1 「キャリアデザインⅡ」「企業・職種・業界の基
礎知識」を履修していることが望ましい

Z22050 企業・職種・業界の基礎知識 2 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが
望ましい

Z22050 企業・職種・業界の基礎知識 2 後期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが
望ましい

Z21060 女性とキャリア形成 2 前期 2 2

Z21060 女性とキャリア形成 2 後期 2 2

Z21070 簿記・会計の基礎 1－2 前期 2 2

Z21070 簿記・会計の基礎 1－2 後期 2 2

Z21080 簿記・会計の実践 1－2 後期 2 2 「簿記・会計の基礎」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められるものに限る

Z21090 ホスピタリティ・マネジメント 1－2 前期 2 2

Z21090 ホスピタリティ・マネジメント 1－2 後期 2 2

Z22100 ファイナンシャル・プランニング 2－3 前期 2 2

Z22100 ファイナンシャル・プランニング 2－3 後期 2 2

Z21110 海外インターンシップ 1－2 集中 1 夏期

Z21110 海外インターンシップ 1－2 集中 1 春期

社
会
と
人
間

必
修

選
択

キ
ャ
リ
ア

必
修

選
択

全学共通科目 一覧表〔文学部 2022年度以降入学生〕 （文1～3年）

文
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 29－
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系列
科目
ナンバー

授 業 科 目
配当
年次

開講
区分

週
時間

単位 備 考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

選
択
必
修

情
報

必
修

選
択

デ
ー
タ
理
解
と
統
計

選
択

現
代
の
教
養

選
択

Z31010 伝わる文章Ⅰ 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z31020 伝わる文章Ⅱ 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講
「伝わる文章Ⅰ」を履修していることが望ましい

Z32030 伝わる話しことば 2－3 前期 2 2

Z32030 伝わる話しことば 2－3 後期 2 2

Z31040 コミュニケーション・スキル 1－2 後期 2 2

Z32050 ディベート演習Ⅰ 2－3 前期 2 2 2024年度まで開講

Z32060 ディベート演習Ⅱ 2－3 後期 2 2 2024年度まで開講

Z41210 データサイエンス・AIリテラシーⅠ 1 前期 2 2 2024年度入学生用

Z41220 データサイエンス・AIリテラシーⅡ 1 後期 2 2 2024年度入学生用

Z41010 情報リテラシーⅠ 1 前期 2 1 2023年度以前入学生用

Z41020 情報リテラシーⅡ 1 後期 2 1 2023年度以前入学生用
「情報リテラシーⅠ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z41030 WebリテラシーⅠ 1 前期 2 1 2024年度まで開講

Z41040 WebリテラシーⅡ 1 後期 2 1 2024年度まで開講
「WebリテラシーⅠ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z42050 WebプログラミングAⅠ 2 前期 2 1 2025年度まで開講

Z42060 WebプログラミングAⅡ 2 後期 2 1 2025年度まで開講
「WebプログラミングAⅠ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z42070 WebプログラミングBⅠ 2 前期 2 1 2025年度まで開講

Z42080 WebプログラミングBⅡ 2 後期 2 1 2025年度まで開講
「WebプログラミングBⅠ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z41090 コンピュータグラフィックスとアートⅠ 1 前期 2 1 2024年度まで開講

Z41100 コンピュータグラフィックスとアートⅡ 1 後期 2 1 2024年度まで開講
「コンピュータグラフィックスとアートⅠ」履修者あるい
は、それと同等以上の能力があると認められる者に限る

Z71010 現代社会とデータ 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z72020 データ理解と統計 2－3 前期 2 2 2025年度まで開講
「現代社会とデータ」履修者あるいは、それと同
等以上の能力があると認められる者に限る

Z5103A 作家と文学作品A 1－2 前期 2 2

Z5103B 作家と文学作品B 1－2 後期 2 2

Z51040 児童文学 1－2 前期 2 2 2023年度以前入学生用 2024年度まで開講

Z51050 音楽鑑賞 1－2 後期 2 2

Z51060 美術鑑賞 1－2 前期 2 2

Z51070 日本の歴史 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51080 アジア史 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51090 ヨーロッパ史 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z51100 産業史 1－2 後期 2 2

Z51110 心理学概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51110 心理学概論 1－2 後期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51120 社会心理学 1－2 前期 2 2

Z51130 こころの健康 1－2 前期 2 2

Z51130 こころの健康 1－2 後期 2 2

Z51140 食物と身体 1－2 後期 2 2

Z51150 くらしと医療 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51160 社会学概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51170 経済学 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z5118A 現代社会と経済A 1－2 前期 2 2

Z5118B 現代社会と経済B 1－2 後期 2 2

Z51190 現代社会と政治 1－2 前期 2 2

Z51190 現代社会と政治 1－2 後期 2 2

Z51200 現代社会とメディア 1－2 後期 2 2

Z5121A 地球環境A（地球環境と人間） 1－2 前期 2 2

Z5121B 地球環境B（生物多様性） 1－2 前期 2 2

Z5121C 地球環境C（エネルギーと資源） 1－2 後期 2 2

（文1～3年）

文
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 30－
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人間科学部 授業科目

全学共通科目の教育目標およびカリキュラムポリシー

教育目標

建学の精神を理解し、幅広い教養と高度なコミュニケーション能力をもった、地域や社会の要請に応えうる心身共に健康な人材の育

成を目標としている。そのために、全学共通科目の履修を通して、次の能力を養成する方針である。

1．知識・理解

（1）建学の精神の土台であるキリスト教とその人間観を理解している。

（2）社会、文化、自然等に関わる幅広い教養を身につけている。

2．汎用的技能

（1）他者との円滑なコミュニケーションを図るための、また、専門教育課程での学びの基礎となる日本語を正しく使う力を身に

つけている。

（2）数理・データサイエンス・AIの基本的な知識に基づき、情報を収集・分析し、情報分野に限らず様々な分野で対処できる能

力を身につけている。

3．態度・志向性

（1）自分自身の人生であるキャリアを自らの力で作り上げて、社会的・職業的に自立する態度を身につけている。

（2）他者への寛容や共生の精神、地域社会への貢献に対する感覚を身につけている。

（3）生涯にわたり健康な心身の保持増進を図る姿勢を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

本学の教育理念・教育目標に基づき設定された全学共通科目の教育目標を達成するために、以下の系列を置いて科目を配置している。

●社会と人間系列

本学の歴史と建学の精神、教育理念、キリスト教に関する基本的な知識、キリスト教の愛の精神について理解する。その理解に基

づき、キリスト教関連科目、ダイバーシティ関連科目、ボランティア科目などを通して、多様性を尊重し、思いやりの心をもって

地域・社会に貢献できる態度と能力を養う。また、スポーツ実習などにより、生涯にわたり健康な心身の保持と増強を図る態度と

方法を身につける。

●キャリア系列

「キャリアデザインⅠ」では、4年間の「大学生活での過ごし方」を描きながら、未来の「生き方」「働き方」を想像するためにディ

スカッションを通して多様な考え方を得る。そして自分自身のキャリアを自らの力で創り、社会的・職業的に自立する態度と能力

を養う。また「キャリアデザインⅡ」では、女性としての新しい生き方（ワーク・ライフ・バランス）を考え、社会で役立つ力を

養うことを目指す。

●コミュニケーション系列

日本語を書く力、日本語で表現する力を養う科目を通して、専門教育科目の学びの基礎となる日本語を正しく使う力を身につける

とともに、他者との円滑なコミュニケーションを図る技術を養う科目、知識をもとに論理的に考える力を養う科目を通して、自分

の考えを的確に表現できるコミュニケーション能力を身につける。

●情報系列

数理・データサイエンス・AIによる社会変化を理解し、その活用や留意点を考える。また、数理・データサイエンス・AIが、日常

生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得ることについて学習し、その基本的な活用法を身につける。さらに、インター

ネットによる情報の検索・収集・活用ならびに発信のための技術を習得する。そして、これらの知識・技術を基に情報分野に限ら

ず様々な分野の問題に対処できる能力を身につける。

●データ理解と統計系列

生活や社会における具体的なデータに基づきながら数学の基礎と統計学の基礎を学ぶ科目、データ分析を実践的に学ぶ科目を通し

て、情報を収集・分析して様々な分野に応用できる力を養成する。

●現代の教養系列

人間のこころと身体について理解する科目、人間の生きてきた歴史を学ぶ科目、人間を取り巻く自然・環境について考える科目や

文学・芸術を学ぶことで、生涯にわたって学び続けることのできる基礎力となる教養を身につけるとともに、自分の人生や社会に

結び付けて考える態度を養う。

人
間
科
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 63－
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全学共通科目の履修について（人間科学部）

1．全学共通科目の卒業必要単位数は、各学科カリキュラム頁の卒業必要単位数表を参照すること。

2．授業内容が学科の専門教育科目と重複する科目は履修できない。科目一覧表の備考欄を参照すること。

3．「伝わる文章Ⅰ・Ⅱ」は原則として、同じ時限、同じ担当者のクラスを合わせて履修すること。

「WebリテラシーⅠ・Ⅱ」は同じ担当者のクラスを履修することが望ましい。

4．新入生の「データサイエンス・AIリテラシーⅠ・Ⅱ」は、あらかじめ登録済となっているので事前登録の必要はない。

5．「スポーツ実習」は合計8単位を超えて履修することはできない。

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）について

本学では、数理・データサイエンス・AIへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・AIを適切に理解し、それを活用する基

礎的な能力の育成のために、全学共通教育科目の情報系列に「データサイエンス・AIリテラシーⅠ」及び「データサイエンス・AIリ

テラシーⅡ」（各2単位合計4単位）を必修科目として設置し、全学生の数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力の向上を

図っています。

本学の学生は、卒業時に全員「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」を修めることになりま

す。

※本学は、文部科学大臣が認定する「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に2025年度に認定

申請を行う予定です。

人
間
科
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 64－
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系列
科目
ナンバー

授 業 科 目
配当
年次

開講
区分

週
時間

単位 備 考

Z11010 神戸松蔭とキリスト教 1 前期 2 2

Z11020 キリスト教の基礎 1 後期 2 2

Z12030 聖書学入門 2－3 後期 2 2 2024年度まで開講

Z12040 キリスト教と音楽 2－3 前期 2 2

Z12050 キリスト教と美術 2－3 後期 2 2

Z12060 現代社会とキリスト教 2－3 後期 2 2

Z12070 諸宗教とキリスト教 2－3 前期 2 2

Z11080 パイプオルガン入門Ⅰ 1－2 集中 2

Z11090 パイプオルガン入門Ⅱ 1－2 集中 2 「パイプオルガン入門Ⅰ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z11100 健康・スポーツ総論 1－2 前期 2 2

Z11110 女性の身体と健康 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z11121 スポーツ実習 1－2 前期 2 1 バドミントン

Z11122 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 テニス（初心者～）

Z11123 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ゴルフ

Z11124 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ソフトバレーボール

Z11125 スポーツ実習 1－2 前期 2 1 フィットネス

Z11125 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 フィットネス

Z11126 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ニュースポーツ

Z11130 ジェンダー論入門 1－2 前期 2 2

Z11140 ジェンダー論演習 1－2 後期 2 2

Z11150 ダイバーシティ入門 1－2 前期 2 2

Z11160 ダイバーシティ演習 1－2 後期 2 2

Z12170 文化人類学 2－3 前期 2 2 2024年度まで開講

Z11180 ボランティア論 1－2 前期 2 2

Z11180 ボランティア論 1－2 後期 2 2

Z12190 ボランティア体験 2－3 集中 1

Z12200 神戸研究総論 2－3 前期 2 2

Z11210 社会福祉概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z11220 女性と法 1－2 前期 2 2

Z11230 くらしと憲法 1－2 後期 2 2

Z11240 くらしとリスクマネジメント 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z11250 哲学 1－2 後期 2 2

Z11260 現代の倫理 1－2 後期 2 2

Z21010 キャリアデザインⅠ 1 前期 2 2 P，U，FH（混合クラス）

Z21010 キャリアデザインⅠ 1 前期 2 2 N

Z21020 キャリアデザインⅡ 1 後期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z21020 キャリアデザインⅡ 2 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z23030 キャリアデザイン研究 3 前期 2 2

Z23030 キャリアデザイン研究 3 後期 2 2

Z23040 インターンシップ 3 集中 1 「キャリアデザインⅡ」・「企業・職種・業界の
基礎知識」を履修していることが望ましい

Z22050 企業・職種・業界の基礎知識 2 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z22050 企業・職種・業界の基礎知識 2 後期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z21060 女性とキャリア形成 2 前期 2 2

Z21060 女性とキャリア形成 2 後期 2 2

Z21070 簿記・会計の基礎 1－2 前期 2 2

Z21070 簿記・会計の基礎 1－2 後期 2 2

Z21080 簿記・会計の実践 1－2 後期 2 2 「簿記・会計の基礎」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められるものに限る

Z21090 ホスピタリティ・マネジメント 1－2 前期 2 2

Z21090 ホスピタリティ・マネジメント 1－2 後期 2 2

Z22100 ファイナンシャル・プランニング 2－3 前期 2 2

Z22100 ファイナンシャル・プランニング 2－3 後期 2 2

Z21110 海外インターンシップ 1－2 集中 1 夏期

Z21110 海外インターンシップ 1－2 集中 1 春期

社
会
と
人
間

必
修

選
択

キ
ャ
リ
ア

必
修

選
択

全学共通科目 一覧表〔人間科学部 2022年度以降入学生〕 （人1～3年）

人
間
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学
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通
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系列
科目
ナンバー

授 業 科 目
配当
年次

開講
区分

週
時間

単位 備 考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

選
択
必
修

情
報

必
修

選
択

デ
ー
タ
理
解
と
統
計

選
択

現
代
の
教
養

選
択

Z31010 伝わる文章Ⅰ 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z31020 伝わる文章Ⅱ 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講
「伝わる文章Ⅰ」を履修していることが望ましい

Z32030 伝わる話しことば 2－3 前期 2 2

Z32030 伝わる話しことば 2－3 後期 2 2

Z31040 コミュニケーション・スキル 1－2 後期 2 2

Z32050 ディベート演習Ⅰ 2－3 前期 2 2 2024年度まで開講

Z32060 ディベート演習Ⅱ 2－3 後期 2 2 2024年度まで開講

Z41210 データサイエンス・AIリテラシーⅠ 1 前期 2 2 2024年度入学生用

Z41220 データサイエンス・AIリテラシーⅡ 1 後期 2 2 2024年度入学生用

Z41010 情報リテラシーⅠ 1 前期 2 1 2023年度以前入学生用

Z41020 情報リテラシーⅡ 1 後期 2 1 2023年度以前入学生用
「情報リテラシーⅠ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z41030 WebリテラシーⅠ 1 前期 2 1 2024年度まで開講

Z41040 WebリテラシーⅡ 1 後期 2 1 2024年度まで開講
「WebリテラシーⅠ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z42050 WebプログラミングAⅠ 2 前期 2 1 2025年度まで開講

Z42060 WebプログラミングAⅡ 2 後期 2 1 2025年度まで開講
「WebプログラミングAⅠ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z42070 WebプログラミングBⅠ 2 前期 2 1 2025年度まで開講

Z42080 WebプログラミングBⅡ 2 後期 2 1 2025年度まで開講
「WebプログラミングBⅠ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z41090 コンピュータグラフィックスとアートⅠ 1 前期 2 1 2024年度まで開講

Z41100 コンピュータグラフィックスとアートⅡ 1 後期 2 1 2024年度まで開講
「コンピュータグラフィックスとアートⅠ」履修者あるい
は、それと同等以上の能力があると認められる者に限る

Z71010 現代社会とデータ 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z72020 データ理解と統計 2－3 前期 2 2 P以外 2025年度まで開講
「現代社会とデータ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z5103A 作家と文学作品A 1－2 前期 2 2

Z5103B 作家と文学作品B 1－2 後期 2 2

Z51040 児童文学 1－2 前期 2 2 2023年度以前入学生用 2024年度まで開講

Z51050 音楽鑑賞 1－2 後期 2 2

Z51060 美術鑑賞 1－2 前期 2 2

Z51070 日本の歴史 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51080 アジア史 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51090 ヨーロッパ史 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z51100 産業史 1－2 後期 2 2

Z51110 心理学概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目 P以外

Z51110 心理学概論 1－2 後期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目 P以外

Z51120 社会心理学 1－2 前期 2 2 P以外

Z51130 こころの健康 1－2 前期 2 2

Z51130 こころの健康 1－2 後期 2 2

Z51140 食物と身体 1－2 後期 2 2

Z51150 くらしと医療 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51160 社会学概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51170 経済学 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z5118A 現代社会と経済A 1－2 前期 2 2

Z5118B 現代社会と経済B 1－2 後期 2 2

Z51190 現代社会と政治 1－2 前期 2 2

Z51190 現代社会と政治 1－2 後期 2 2

Z51200 現代社会とメディア 1－2 後期 2 2

Z5121A 地球環境A（地球環境と人間） 1－2 前期 2 2

Z5121B 地球環境B（生物多様性） 1－2 前期 2 2

Z5121C 地球環境C（エネルギーと資源） 1－2 後期 2 2

（人1～3年）

人
間
科
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 67－
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教育学部 授業科目

全学共通科目の教育目標およびカリキュラムポリシー

教育目標

建学の精神を理解し、幅広い教養と高度なコミュニケーション能力をもった、地域や社会の要請に応えうる心身共に健康な人材の育

成を目標としている。そのために、全学共通科目の履修を通して、次の能力を養成する方針である。

1．知識・理解

（1）建学の精神の土台であるキリスト教とその人間観を理解している。

（2）社会、文化、自然等に関わる幅広い教養を身につけている。

2．汎用的技能

（1）他者との円滑なコミュニケーションを図るための、また、専門教育課程での学びの基礎となる日本語を正しく使う力を身に

つけている。

（2）数理・データサイエンス・AIの基本的な知識に基づき、情報を収集・分析し、情報分野に限らず様々な分野で対処できる能

力を身につけている。

3．態度・志向性

（1）自分自身の人生であるキャリアを自らの力で作り上げて、社会的・職業的に自立する態度を身につけている。

（2）他者への寛容や共生の精神、地域社会への貢献に対する感覚を身につけている。

（3）生涯にわたり健康な心身の保持増進を図る姿勢を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

本学の教育理念・教育目標に基づき設定された全学共通科目の教育目標を達成するために、以下の系列を置いて科目を配置している。

●社会と人間系列

本学の歴史と建学の精神、教育理念、キリスト教に関する基本的な知識、キリスト教の愛の精神について理解する。その理解に基

づき、キリスト教関連科目、ダイバーシティ関連科目、ボランティア科目などを通して、多様性を尊重し、思いやりの心をもって

地域・社会に貢献できる態度と能力を養う。また、スポーツ実習などにより、生涯にわたり健康な心身の保持と増強を図る態度と

方法を身につける。

●キャリア系列

「キャリアデザインⅠ」では、4年間の「大学生活での過ごし方」を描きながら、未来の「生き方」「働き方」を想像するためにディ

スカッションを通して多様な考え方を得る。そして自分自身のキャリアを自らの力で創り、社会的・職業的に自立する態度と能力

を養う。また「キャリアデザインⅡ」では、女性としての新しい生き方（ワーク・ライフ・バランス）を考え、社会で役立つ力を

養うことを目指す。

●コミュニケーション系列

日本語を書く力、日本語で表現する力を養う科目を通して、専門教育科目の学びの基礎となる日本語を正しく使う力を身につける

とともに、他者との円滑なコミュニケーションを図る技術を養う科目、知識をもとに論理的に考える力を養う科目を通して、自分

の考えを的確に表現できるコミュニケーション能力を身につける。

●情報系列

数理・データサイエンス・AIによる社会変化を理解し、その活用や留意点を考える。また、数理・データサイエンス・AIが、日常

生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得ることについて学習し、その基本的な活用法を身につける。さらに、インター

ネットによる情報の検索・収集・活用ならびに発信のための技術を習得する。そして、これらの知識・技術を基に情報分野に限ら

ず様々な分野の問題に対処できる能力を身につける。

●データ理解と統計系列

生活や社会における具体的なデータに基づきながら数学の基礎と統計学の基礎を学ぶ科目、データ分析を実践的に学ぶ科目を通し

て、情報を収集・分析して様々な分野に応用できる力を養成する。

●現代の教養系列

人間のこころと身体について理解する科目、人間の生きてきた歴史を学ぶ科目、人間を取り巻く自然・環境について考える科目や

文学・芸術を学ぶことで、生涯にわたって学び続けることのできる基礎力となる教養を身につけるとともに、自分の人生や社会に

結び付けて考える態度を養う。

教
育
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 110－
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）について

本学では、数理・データサイエンス・AIへの関心を高め、かつ、数理・データサイエンス・AIを適切に理解し、それを活用する基

礎的な能力の育成のために、全学共通教育科目の情報系列に「データサイエンス・AIリテラシーⅠ」及び「データサイエンス・AIリ

テラシーⅡ」（各2単位合計4単位）を必修科目として設置し、全学生の数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力の向上を

図っています。

本学の学生は、卒業時に全員「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」を修めることになりま

す。

※本学は、文部科学大臣が認定する「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に2025年度に認定

申請を行う予定です。

全学共通科目の履修について（教育学部）

1．全学共通科目の卒業必要単位数は、各学科カリキュラム頁の卒業必要単位数表を参照すること。

2．授業内容が学科の専門教育科目と重複する科目は履修できない。科目一覧表の備考欄を参照すること。

3．「伝わる文章Ⅰ・Ⅱ」は原則として、同じ時限、同じ担当者のクラスを合わせて履修すること。

「WebリテラシーⅠ・Ⅱ」は同じ担当者のクラスを履修することが望ましい。

4．新入生の「データサイエンス・AIリテラシーⅠ・Ⅱ」は、あらかじめ登録済となっているので事前登録の必要はない。

5．「スポーツ実習」は合計8単位を超えて履修することはできない。

教
育
学
部

全
学
共
通
科
目

－ 111－

43



系列
科目
ナンバー

授 業 科 目
配当
年次

開講
区分

週
時間

単位 備 考

社
会
と
人
間

必
修

選
択

キ
ャ
リ
ア

選
択

Z11010 神戸松蔭とキリスト教 1 前期 2 2

Z11020 キリスト教の基礎 1 後期 2 2

Z11230 くらしと憲法 1－2 後期 2 2

Z12030 聖書学入門 2－3 後期 2 2 2024年度まで開講

Z12040 キリスト教と音楽 2－3 前期 2 2

Z12050 キリスト教と美術 2－3 後期 2 2

Z12060 現代社会とキリスト教 2－3 後期 2 2

Z12070 諸宗教とキリスト教 2－3 前期 2 2

Z11080 パイプオルガン入門Ⅰ 1－2 集中 2

Z11090 パイプオルガン入門Ⅱ 1－2 集中 2 「パイプオルガン入門Ⅰ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z11100 健康・スポーツ総論 1－2 前期 2 2

Z11110 女性の身体と健康 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z11121 スポーツ実習 1－2 前期 2 1 バドミントン

Z11122 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 テニス（初心者～）

Z11123 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ゴルフ

Z11124 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ソフトバレーボール

Z11125 スポーツ実習 1－2 前期 2 1 フィットネス

Z11125 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 フィットネス

Z11126 スポーツ実習 1－2 後期 2 1 ニュースポーツ

Z11130 ジェンダー論入門 1－2 前期 2 2

Z11140 ジェンダー論演習 1－2 後期 2 2

Z11150 ダイバーシティ入門 1－2 前期 2 2

Z11160 ダイバーシティ演習 1－2 後期 2 2

Z12170 文化人類学 2－3 前期 2 2 2024年度まで開講

Z11180 ボランティア論 1－2 前期 2 2

Z11180 ボランティア論 1－2 後期 2 2

Z12190 ボランティア体験 2－3 集中 1

Z12200 神戸研究総論 2－3 前期 2 2

Z11210 社会福祉概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z11220 女性と法 1－2 前期 2 2

Z11240 くらしとリスクマネジメント 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z11250 哲学 1－2 後期 2 2

Z11260 現代の倫理 1－2 後期 2 2

Z21010 キャリアデザインⅠ 1 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z21020 キャリアデザインⅡ 1 後期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z21020 キャリアデザインⅡ 2 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z23030 キャリアデザイン研究 3 前期 2 2

Z23030 キャリアデザイン研究 3 後期 2 2

Z23040 インターンシップ 3 集中 1 「キャリアデザインⅡ」・「企業・職種・業界の
基礎知識」を履修していることが望ましい

Z22050 企業・職種・業界の基礎知識 2 前期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z22050 企業・職種・業界の基礎知識 2 後期 2 2 インターンシップ希望者は履修しておくことが望ましい

Z21060 女性とキャリア形成 2 前期 2 2

Z21060 女性とキャリア形成 2 後期 2 2

Z21070 簿記・会計の基礎 1－2 前期 2 2

Z21070 簿記・会計の基礎 1－2 後期 2 2

Z21080 簿記・会計の実践 1－2 後期 2 2 「簿記・会計の基礎」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められるものに限る

Z21090 ホスピタリティ・マネジメント 1－2 前期 2 2

Z21090 ホスピタリティ・マネジメント 1－2 後期 2 2

Z22100 ファイナンシャル・プランニング 2－3 前期 2 2

Z22100 ファイナンシャル・プランニング 2－3 後期 2 2

Z21110 海外インターンシップ 1－2 集中 1 夏期

Z21110 海外インターンシップ 1－2 集中 1 春期

全学共通科目 一覧表〔教育学部 2023年度以降入学生〕 （教1～2年）
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系列
科目
ナンバー

授 業 科 目
配当
年次

開講
区分

週
時間

単位 備 考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

選
択

情
報

必
修

選
択

デ
ー
タ
理
解
と
統
計

選
択

現
代
の
教
養

選
択

Z31010 伝わる文章Ⅰ 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z31020 伝わる文章Ⅱ 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講
「伝わる文章Ⅰ」を履修していることが望ましい

Z32030 伝わる話しことば 2－3 前期 2 2

Z32030 伝わる話しことば 2－3 後期 2 2

Z31040 コミュニケーション・スキル 1－2 前期 2 2

Z31040 コミュニケーション・スキル 1－2 後期 2 2

Z32050 ディベート演習Ⅰ 2－3 前期 2 2 2024年度まで開講

Z32060 ディベート演習Ⅱ 2－3 後期 2 2 2024年度まで開講

Z41210 データサイエンス・AIリテラシーⅠ 1 前期 2 2 2024年度入学生用

Z41220 データサイエンス・AIリテラシーⅡ 1 後期 2 2 2024年度入学生用

Z41010 情報リテラシーⅠ 1 前期 2 1 2023年度以前入学生用

Z41020 情報リテラシーⅡ 1 後期 2 1 2023年度以前入学生用
「情報リテラシーⅠ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z41030 WebリテラシーⅠ 1 前期 2 1 2024年度まで開講

Z41040 WebリテラシーⅡ 1 後期 2 1 2024年度まで開講
「WebリテラシーⅠ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z42050 WebプログラミングAⅠ 2 前期 2 1 2025年度まで開講

Z42060 WebプログラミングAⅡ 2 後期 2 1 2025年度まで開講
「WebプログラミングAⅠ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z42070 WebプログラミングBⅠ 2 前期 2 1 2025年度まで開講

Z42080 WebプログラミングBⅡ 2 後期 2 1 2025年度まで開講
「WebプログラミングBⅠ」履修者あるいは、それ
と同等以上の能力があると認められる者に限る

Z41090 コンピュータグラフィックスとアートⅠ 1 前期 2 1 2024年度まで開講

Z41100 コンピュータグラフィックスとアートⅡ 1 後期 2 1 2024年度まで開講
「コンピュータグラフィックスとアートⅠ」履修者あるい
は、それと同等以上の能力があると認められる者に限る

Z71010 現代社会とデータ 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z72020 データ理解と統計 2－3 前期 2 2 2025年度まで開講
「現代社会とデータ」履修者あるいは、それと
同等以上の能力があると認められる者に限る

Z5103A 作家と文学作品A 1－2 前期 2 2

Z5103B 作家と文学作品B 1－2 後期 2 2

Z51040 児童文学 1－2 前期 2 2 2023年度入学生用 2024年度まで開講

Z51050 音楽鑑賞 1－2 後期 2 2

Z51060 美術鑑賞 1－2 前期 2 2

Z51070 日本の歴史 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51080 アジア史 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51090 ヨーロッパ史 1－2 後期 2 2 2024年度まで開講

Z51100 産業史 1－2 後期 2 2

Z51110 心理学概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51110 心理学概論 1－2 後期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51120 社会心理学 1－2 前期 2 2

Z51130 こころの健康 1－2 前期 2 2

Z51130 こころの健康 1－2 後期 2 2

Z51140 食物と身体 1－2 後期 2 2

Z51150 くらしと医療 1－2 前期 2 2 2024年度まで開講

Z51160 社会学概論 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z51170 経済学 1－2 前期 2 2 社会福祉主事任用資格指定科目

Z5118A 現代社会と経済A 1－2 前期 2 2

Z5118B 現代社会と経済B 1－2 後期 2 2

Z51190 現代社会と政治 1－2 前期 2 2

Z51190 現代社会と政治 1－2 後期 2 2

Z51200 現代社会とメディア 1－2 後期 2 2

（教1～2年）
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【実施体制】

受講生

担当教員

情報教育
センター

FD・SD
委員会

キャリア
支援課

LMS

取組概要

大学等名 神⼾松蔭⼤学
教育プログラム名 データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル
申請年度 令和 7 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

【プログラムの目的】
本学の全学部の学生全員が、デジタル社会の基礎的な素養
として求められる数理・データサイエンス・AIの知識を身
に付けるための教育プログラムである

【身に付けられる能力】
・数理・データサイエンス・AIを日常生活、仕事等で使
いこなすことができる素養が主体的に身に付く
・数理・データサイエンス・AIの基本的な活用方法が身
に付く
・学習した知識・技能を元に、これらを扱う際には、人
間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI等
の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できる

【修了要件】
全学共通科目情報系列の次の2科目を両方修得する
・データサイエンス・AIリテラシーⅠ（必修・2単位）
・データサイエンス・AIリテラシーⅡ（必修・2単位）

【開講される科目の構成】

データサイエンス
・AIリテラシーⅠ

導入

基礎

心得

Office アプリの習得

データサイエンス
・AIリテラシーⅡ

基礎

選択

Office アプリの習得

講義

サポート

授業評価
評価結果

講義支援

評価結果
自己点検

卒業生・企業
情報収集

松蔭manaba

講義内容の検討

教務課
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